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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成21年5月28日(2009.5.28)

【公表番号】特表2008-537958(P2008-537958A)
【公表日】平成20年10月2日(2008.10.2)
【年通号数】公開・登録公報2008-039
【出願番号】特願2008-506722(P2008-506722)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｋ  16/18     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/46     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/04     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｋ  16/18    ＺＮＡ　
   Ｃ１２Ｎ  15/00    　　　Ａ
   Ｃ０７Ｋ  16/46    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   5/00    　　　Ｂ
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｅ
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｔ
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｙ
   Ａ６１Ｋ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｃ
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｌ
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/04    　　　　
   Ｃ１２Ｐ  21/08    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年4月7日(2009.4.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　哺乳動物細胞におけるＨＡＳ２、ＨＡ、ＣＤ４４又はＲＨＡＭＭのＷＩＳＰ-１誘発又
は分泌を阻害するか、又は中和する方法であって、該哺乳動物細胞を有効量のＷＩＳＰ-
１ドメイン１ポリペプチドにさらすことを含み、このとき該ＷＩＳＰ-１ドメイン１ポリ
ペプチドが
a) 配列番号１のアミノ酸２４－１１７から基本的になるＷＩＳＰ-１ドメイン１ポリペプ
チド、及び
b) 配列番号１のアミノ酸２４－１１７に少なくともおよそ９５％の同一性を有するポリ
ペプチドから基本的になるＷＩＳＰ-１ドメイン１ポリペプチド
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からなる群から選択されるポリペプチドからなる方法。
【請求項２】
　前記ＷＩＳＰ-１ドメイン１ポリペプチドが免疫グロブリンのＦｃ領域に融合している
、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記哺乳動物細胞が癌細胞を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記癌細胞が、膵臓癌細胞、大腸癌又は結腸直腸癌細胞、乳癌細胞、肺癌細胞、又は脳
癌細胞を含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記癌細胞が、膵臓腺癌細胞又は大腸腺癌細胞を含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　癌細胞運動性を阻害する方法であって、癌細胞を有効量のＷＩＳＰ-１ドメイン１ポリ
ペプチドにさらすことを含み、このとき該ＷＩＳＰ-１ドメイン１ポリペプチドが
a) 配列番号１のアミノ酸２４－１１７から基本的になるＷＩＳＰ-１ドメイン１ポリペプ
チド、及び
b) 配列番号１のアミノ酸２４－１１７に少なくともおよそ９５％の同一性を有するポリ
ペプチドから基本的になるＷＩＳＰ-１ドメイン１ポリペプチド
からなる群から選択されるポリペプチドからなる方法。
【請求項７】
　前記ＷＩＳＰ-１ドメイン１ポリペプチドが免疫グロブリンのＦｃ領域に融合している
、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記癌細胞が、膵臓癌細胞、大腸癌又は結腸直腸癌細胞、乳癌細胞、肺癌細胞、又は脳
癌細胞である、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　哺乳動物細胞におけるＨＡＳ２、ＨＡ、ＣＤ４４又はＲＨＡＭＭのＷＩＳＰ-１誘発又
は分泌を阻害するか、又は中和するための医薬であって、ＷＩＳＰ-１ドメイン１ポリペ
プチドを含有してなり、このとき該ＷＩＳＰ-１ドメイン１ポリペプチドが
a) 配列番号１のアミノ酸２４－１１７から基本的になるＷＩＳＰ-１ドメイン１ポリペプ
チド、及び
b) 配列番号１のアミノ酸２４－１１７に少なくともおよそ９５％の同一性を有するポリ
ペプチドから基本的になるＷＩＳＰ-１ドメイン１ポリペプチド
からなる群から選択されるポリペプチドからなる医薬。
【請求項１０】
　前記ＷＩＳＰ-１ドメイン１ポリペプチドが免疫グロブリンのＦｃ領域に融合している
、請求項９に記載の医薬。
【請求項１１】
　前記哺乳動物細胞が癌細胞である、請求項９又は１０に記載の医薬。
【請求項１２】
　前記癌細胞が、膵臓癌細胞、大腸癌又は結腸直腸癌細胞、乳癌細胞、肺癌細胞、又は脳
癌細胞である、請求項１１に記載の医薬。
【請求項１３】
　癌細胞運動性を阻害するための医薬であって、ＷＩＳＰ-１ドメイン１ポリペプチドを
含有してなり、このとき該ＷＩＳＰ-１ドメイン１ポリペプチドが
a) 配列番号１のアミノ酸２４－１１７から基本的になるＷＩＳＰ-１ドメイン１ポリペプ
チド、及び
b) 配列番号１のアミノ酸２４－１１７に少なくともおよそ９５％の同一性を有するポリ
ペプチドから基本的になるＷＩＳＰ-１ドメイン１ポリペプチド
からなる群から選択されるポリペプチドからなる医薬。
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【請求項１４】
　前記ポリペプチドが、少なくとも１種類の哺乳動物細胞における天然ヒトＷＩＳＰ-１
ポリペプチドによるＨＡＳ２、ＨＡ、ＣＤ４４又はＲＨＡＭＭの誘発又は分泌を阻害する
か、又は中和する、請求項１３に記載の医薬。
【請求項１５】
　前記ＷＩＳＰ-１ドメイン１ポリペプチドが免疫グロブリンのＦｃ領域に融合している
、請求項１３又は１４に記載の医薬。
【請求項１６】
　前記癌細胞が、膵臓癌細胞、大腸癌又は結腸直腸癌細胞、乳癌細胞、肺癌細胞、又は脳
癌細胞である、請求項１３ないし１５の何れか一に記載の医薬。
【請求項１７】
　癌を治療するための医薬であって、ＷＩＳＰ-１ドメイン１ポリペプチドを含有してな
り、このとき該ＷＩＳＰ-１ドメイン１ポリペプチドが
a) 配列番号１のアミノ酸２４－１１７から基本的になるＷＩＳＰ-１ドメイン１ポリペプ
チド、及び
b) 配列番号１のアミノ酸２４－１１７に少なくともおよそ９５％の同一性を有するポリ
ペプチドから基本的になるＷＩＳＰ-１ドメイン１ポリペプチド
からなる群から選択されるポリペプチドからなる医薬。
【請求項１８】
　前記ポリペプチドが、少なくとも１種類の哺乳動物細胞における天然ヒトＷＩＳＰ-１
ポリペプチドによるＨＡＳ２、ＨＡ、ＣＤ４４又はＲＨＡＭＭの誘発又は分泌を阻害する
か、又は中和する、請求項１７に記載の医薬。
【請求項１９】
　前記ＷＩＳＰ-１ドメイン１ポリペプチドが免疫グロブリンのＦｃ領域に融合している
、請求項１７又は１８に記載の医薬。
【請求項２０】
　前記癌が、膵臓癌、大腸癌又は結腸直腸癌、乳癌、肺癌、又は脳の癌である、請求項１
７ないし１９の何れか一に記載の医薬。
【請求項２１】
　前記癌が、膵臓腺癌又は大腸腺癌である、請求項２０に記載の医薬。
【請求項２２】
　前記ポリペプチドが癌細胞の増殖又は転移を阻害するか、又は低減する、請求項１７に
記載の医薬。
【請求項２３】
　前記ポリペプチドが、哺乳動物の原発性肺腫瘍部位とは異なる部位ないしは哺乳動物の
二次的部位での肺癌細胞の転移を阻害するか、又は低減する、請求項２０に記載の医薬。
【請求項２４】
　化学療法、放射線、プロドラッグ、細胞傷害剤、増殖阻害剤、又はサイトカインも前記
哺乳動物に投与される、請求項１７に記載の医薬。
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